
航空自衛隊入間基地見学を実施
基
地
見
学
は
、
基
地
の
概
要
説
明
か
ら
始
ま
り
、
自
動
倉
庫
及
び
記
念
館
の
見
学
な

達
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
破
壊
機
救
難
消
防
車
の
走
行
体
験
や
放
水
体
験
を
実
施
す
る
と
と
も

の
モ
ニ
タ
ー
や
ス
イ
ッ
チ
類
等
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
参
加
者
の
興
奮
は
最
高
潮
に

実
施
し
、
神
奈
川
県
内
の
各
募
集
案
内
所
か
ら
２
０
名
が
参
加
し
た
。

テ
ー
ジ
は
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
次
に
、
隊
員
食
堂
を
見
学
し
、
参
加
者
か
ら
は

ぼ
れ
て
い
た
。

最
後
に
救
難
装
備
品
を
見
学
し
て
、
今
回
の
基
地
見
学
は
幕
を
閉
じ
た
が
、
参
加
者

施
し
人
的
基
盤
の
拡
充
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

日
、
募
集
対
象
者
等
に
対
し
て
、
航
空
自
衛
隊
入
間
基
地
（
埼
玉
県
狭
山
市
）
見
学
を

「
大
き
い
」「
広
い
」
な
ど
と
驚
き
の
声
が
上
が
り
、
昼
食
に
出
来
立
て
の
『
タ
コ
ラ
イ

ど
日
頃
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
航
空
自
衛
隊
の
施
設
を
見
学
し
て
、
参
加
者
の
ボ
ル

ス
』
を
体
験
喫
食
す
る
と
、
見
た
目
と
味
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
に
自
然
と
笑
み
が
こ

に
Ｃ
ー
２
輸
送
機
の
機
内
外
の
見
学
を
行
い
、
実
際
に
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
に
座
っ
て
多
数

た
ち
は
随
行
の
広
報
官
に
、「
や
っ
ぱ
り
自
衛
隊
が
い
い
」、「
多
く
の
体
験
が
で
き
て

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
で
は
、「
今
後
も
各
部
隊
の
支
援
を
得
な
が
ら
基
地
見
学
を

良
い
機
会
と
な
っ
た
」
な
ど
と
口
々
に
感
想
を
話
し
て
く
れ
た
。

積
極
的
に
実
施
し
、
各
自
衛
隊
の
魅
力
を
伝
え
る
と
と
も
に
効
果
的
な
募
集
業
務
を
実

帰郷広報～陸上自衛隊高等工科学校在校生との座談会
対
し
、
帰
郷
広
報
と
し
て
座
談
会
を
実
施
し
た
。

『
自
宅
へ
の
連
絡
は
公
衆
電
話
を
使
用
し
て
い
る
』
と
い
っ
た
話
に
な
る
と
保
護
者
は

が
楽
し
い
」
と
の
在
校
生
の
返
答
か
ら
一
気
に
座
談
会
は
盛
り
上
が
り
、「
お
金
は
ど

の
将
来
を
見
据
え
た
保
護
者
目
線
の
質
問
が
多
数
あ
っ
た
。
ま
た
、
在
校
生
か
ら

在
校
生
２
名
の
支
援
を
受
け
、
同
校
受
験
を
検
討
中
の
中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者
に

ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
等
で
は
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
現
在
の
生
活
や
受
験
対
策
等
、

の
保
護
者
か
ら
の
「
大
変
じ
ゃ
な
い
」
と
の
一
言
に
対
し
て
、「
大
変
な
こ
と
も
あ
る

驚
き
を
隠
せ
ず
、
更
に
座
談
会
は
盛
り
上
が
り
、
予
定
の
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に

た
め
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
募
集
広
報
を
実
施
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

は
、
８
月
１
日
（
木
）、
厚
木
募
集
案
内
所
に
お
い
て
、
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

幅
広
い
範
囲
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
当
初
は
互
い
に
緊
張
し
た
様
子
で
、

座
談
会
は
全
般
説
明
の
後
、
高
等
工
科
学
校
在
校
生
の
自
己
紹
介
か
ら
始
り
、
オ

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

大
谷
三
穂
１
等
海
佐
）
は
、
７
月
３
０

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
厚
木
募
集
案
内
所
（
所
長　

明
神
忠
雄
３
等
海
佐
）

一
般
的
な
生
活
面
や
授
業
内
容
に
関
す
る
質
疑
が
主
で
あ
っ
た
が
、
受
験
を
検
討
中

う
し
て
い
る
の
」「
親
と
の
連
絡
は
ど
れ
く
ら
い
し
て
い
る
の
」
と
い
っ
た
、
我
が
子

な
ど
、
厚
木
募
集
案
内
所
内
は
、
今
年
度
一
番
の
賑
わ
い
と
な
っ
た
。
最
後
に
は
、

高
等
工
科
学
校
の
学
生
ら
し
い
敬
礼
と
挨
拶
を
受
け
、
担
当
広
報
官
は
成
長
し
た
姿

過
ぎ
て
い
っ
た
。
担
当
広
報
官
も
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
在
校
生
と
近
況
を
話
し
合
う

に
感
銘
を
受
け
る
と
と
も
に
自
己
の
任
務
の
重
要
性
と
『
や
り
が
い
』
を
改
め
て
感

じ
る
一
日
と
な
っ
た
。

自衛隊神奈川地方協力本部

Ｃ－２輸送機と記念撮影

破壊機救難消防車の説明

参加者と広報官（記念撮影）

盛り上がる座談会

厚
木
募
集
案
内
所
は
、「
今
後
も
自
衛
隊
の
理
解
促
進
、
人
的
基
盤
の
確
立
を
図
る


